
報広 №262

２月1日現在の人口●男1,737人●女1,786人●計 3,523人（前月比－5）●転入8●転出8●出生1●死亡6●世帯数1,048（前月±0）

平成16年２月10日

月号

地域住民の念願でありました、常勤医師の受

入れ体制づくりのための裏磐梯診療所建設が行

われています。へき地診療所整備事業として国

の補助を受け、裏磐梯中学校の北側に昨年の11月に着工し、本年６月末完成を

目指して、整備を進めています。裏磐梯地区は、国立公園とあって景観への気配

りがとても大切なところです。国道459号の改良工事に伴い、広域消防北塩原分

署、猪苗代警察署裏磐梯駐在所、北塩原村裏磐梯支所が移転改築されます。これ

を機に当診療所も含め、剣ヶ峯交差点周辺において、自然にマッチした統一的な

景観形成を図りたく、村で音頭をとり各関係機関との話し合いを進めて来まし

た。その結果、エリア全体での景観を構築して行くことになりました。具体的に

は、建物の高さ・意匠、外壁に板材・色、屋根の色、看板類などが統一され美し

い街並みとなります。

診療所の管理運営について、村では医師常勤体制で責任を持って、診療に当た

って頂くため、公設民営を望ん

でいます。

医師が常駐化されますと、ま

ず医療体制が充実し、住民の皆

様が安心して医療が受けられる

と共に、観光客の方々にも安心

して滞在して頂ける環境が整う

ことになります。



広報きたしおばら ②

北
塩
原
村
消
防
団
出
初
め
式

が
１
月
６
日
、
村
役
場
並
び
に

村
民
体
育
館
に
お
い
て
、
団

員
・
婦
人
消
防
隊
・
来
賓
な
ど

約
１
７
０
名
が
参
加
し
、
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

団
員
ら
は
き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
今
年
一
年
間

の
無
火
災
、
無
災
害
を
願
う
と

と
も
に
、
住
民
の
生
命
と
暮
ら

し
を
守
る
誓
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

平成16年度
農林予算編成に関する農業委員会建議書提出

村
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
16
年
度
村
農
林
予
算
編
成
に
関

す
る
建
議
を
武
藤
寛
会
長
、
内
海
俊
一
委
員
及
び
事
務
局
同
伴

で
村
長
に
い
た
し
ま
し
た
。

１．

平
成
16
年
度
農
業
委
員
会
交
付
金
の
大
幅
削
減
に
対
す
る
村

か
ら
の
国
･
県
へ
の
強
力
な
働
き
か
け
と
な
お
一
層
予
算
増

額
確
保
に
支
援
強
化
の
早
急
な
対
策
を
す
る
こ
と
。

２．

認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
経
営
確
立
支
援
に
つ
い
て
認
定
農

業
者
の
経
営
改
善
を
支
援
す
る
た
め
、
個
別
経
営
に
対
す
る

補
助
事
業
の
拡
充
、
採
択
要
件
の
緩
和
と
予
算
増
額
確
保
。

３．
「
地
産
地
消
」
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
既
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
更
に
啓
蒙
普
及
の
た
め
住
民
の
知
恵
や
技
能
等
の
活
用
を
、

流
通
や
消
費
者
と
の
連
携
強
化
す
る
な
ど
、
県
を
含
め
た
運

動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
。

４．

食
農
教
育
の
推
進
等
に
つ
い
て
子
供
の
こ
ろ
か
ら
食
料
・
農

業
及
び
勤
労
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
学
校

教
育
等
の
中
で
農
業
体
験
等
を
進
め
る
な
ど
、
食
農
教
育
の

推
進
を
は
か
る
こ
と
。

建
議
内
容

平
成
16
年
北
塩
原
村
消
防
団
出
初
め
式

第
１
回
審
議
会
が
２
月
９
日
（
月
）

役
場
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

北
塩
原
村
長
か
ら
鈴
木
定
芳
会
長

（
議
会
議
長
）
に
諮
問
書
が
手
渡
さ

れ
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

村
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
わ
か

り
や
す
く
、
住
民
密
着
型
の
行
政
運

営
の
た
め
に
は
、
行
政
・
財
政
す
べ

て
の
面
で
、
行
政
の
役
割
と
住
民
の

役
割
な
ど
基
本
と
な
る
考
え
方
や
、

ど
の
分
野
の
ど
の
項
目
に
着
目
し
て

北塩原村行財政改革審議会委員名簿（順不同）
氏　名 職　名 摘　要

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

村議会
議　員

鈴木　　定芳

武藤　　寛

五十嵐　好江

鈴木　　憲一

吉川　　一三

松山　　昭洋

長島　　孝吉

安部　　修二

小椋　　隆子

眞野　眞理子

佐藤　　康雄

武藤　　宗嗣

遠藤　　正彦

菊地　　　聰

佐藤　　佳子

斎藤　　八郎

北塩原村議会議長

北塩原村議会
総務企画常任委員長

元北塩原村議会議長

前北塩原村商工会長

北塩原村商工会長

裏磐梯観光協会長

北塩原村商工会副会長

農業委員

北塩原村教育委員会
教育委員長

主任児童委員

元北塩原村教育委員

認定農業者

金山区長

蛇平区長

桧原地区婦人会長

北塩原村助役

北塩原村
農業委員会会長

北塩原村議会議員

学　識
経験者

助　役

改
革
を
進
め
て
い
く
の
か
、
住
民
、

議
会
、
行
政
が
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
し
、
改
革
の

実
施
に
よ
り
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
む
ら
づ

く
り
を
目
指
す
と
述
べ
ま
し
た
。

審
議
で
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
事
務
の
迅
速
化
、
情
報
提
供
な

ど
の
事
務
事
業
の
見
直
し
や
役
場
組

織
機
構
の
再
編
案
、
公
共
施
設
の
管

理
運
営
な
ど
の
行
政
改
革
案
、
村
税

の
確
保
、
財
産
収
入
の
増
加
、
使
用

料
お
よ
び
手
数
料
の
見
直
し
、
人
件

費
の
削
減
、
補
助
金
交
付
の
あ
り
方

な
ど
財
政
改
革
案
の
方
針
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
、
改
革
の
分
野
や

項
目
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。第

２
回
の
審
議
会
で
は
、
第
１
回

で
確
認
さ
れ
た
改
革
の
具
体
的
方
針

に
基
づ
き
、
実
施
効
果
に
つ
い
て
検

証
し
な
が
ら
、
答
申
に
向
け
て
さ
ら

に
審
議
し
て
い
く
こ
こ
と
な
り
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
自
立
の
姿
に
向
け
て

〜
第
一
回
北
塩
原
村
行
財
政
改
革
審
議
会
開
催
〜

会長に鈴木定芳氏、
副会長に吉川一三氏が選任されました。



③ 広報きたしおばら

平成16年度 申告納税相談日程表
行政区名

谷 　 地
２月13日
（金）

１・２組 午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時～正午
午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

午後１時～４時

午前９時～正午
午後１時～４時

午前９時～正午
午後１時～４時

３・４組

全　組

１・２組

３・４組

５～７組

８・９組

10・11組

12・13組

14・15組

全　組

１・２組

３・４組

５・６組

全地区

全　組

全　組

全　組

役　場

集会室

大　塩

活性化

センター

大 久 保
３月１日
（月）

関屋・樟

北山１区

北山２区

北山３区

北山３区

松 陽 台

下 　 吉

下 　 吉

北山地区予備日

大塩下区

大塩中区

大塩上区

下 川 前

上 川 前

２月16日
（月）

２月17日
（火）

２月18日
（水）

２月19日
（木）

２月20日
（金）

２月23日
（月）

２月24日
（火）

２月25日
（水）

２月26日
（木）

２月27日
（金）

大 久 保

大塩地区予備日

桧 原
金 山

早 稲 沢

早 稲 沢

桧原地区予備日

曽 原
狐 鷹 森

蛇 平

長峯・小野川

秋 元
剣 ケ 峯

裏磐梯地区
予 備 日

予 備 日

予 備 日

３月２日
（火）

３月３日
（水）

３月４日
（木）

３月５日
（金）

３月８日
（月）

３月９日
（火）

３月10日
（水）

３月11日
（木）

３月12日
（金）

３月15日
（月）

１・２組

３・４組

５～７組

全地区

全　組

中ノ沢
中　組
中　原

上組・下組

全地区

全　組

全　組

全　組

全　組

全地区

全地区

午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～３時

午後１時～４時

午前10時～正午
午後１時～４時

午前10時～正午

午後１時～３時

午前10時～正午
午後１時～４時

午前10時～正午

午後１時～４時

午前10時～正午
午後１時～４時

午前10時～正午
午後１時～３時

午前９時～正午
午後１時～４時

全地区
午前９時～正午
午後１時～３時

大　塩

活性化

センター

早稲沢

改　善

センター

裏磐梯

自然環

境活用

センター

役　場

集会室

月 日 該当組名 受 付 時 間 申告会場 行政区名 月 日 該当組名 受 付 時 間 申告会場

※なお、上記の指定日にお越しになれない方は、次の期間中に必ず申告して下さい。（土・日・祝日は除く）

北　山　地　区 ：２月13日から２月24日の期間

大　塩　地　区 ：２月25日から３月２日の期間

桧　原　地　区 ：３月３日から３月５日の期間

裏 磐 梯 地 区 ：３月８日から３月11日の期間

村 内 全 地 区 ：３月12日から３月15日までの期間、またはその当日の申告会場（例）２月26日ならば

大塩活性化センターとなります。当日の申告会場以外では、役場本庁でも受付はできま

せんのでご了承願います。

※下記の点について特に注意してください。
１．一つの公的年金（国民・厚生・共済等）のみの方で、他に所得や控除がない方は申告の必要がありません。
（年金額が昭和14年１月2日以降に生まれた方は70万円、それ以前に生まれた方は140万円まで所得は0円にな
ります。）

２．一つの事業所のみにお勤めで、すでに年末調整をされた方は申告の必要がありません。
３．100万円以上の譲渡所得がある方は税務署の指示により申告してください。
（上記の“申告の必要がない”という事に該当している方は、すでに社会保険庁、事業所において申告が完了されて
いる方です。）



広報きたしおばら ④

生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！生涯学習情報生涯学習情報

《問い合せ先》生涯学習課　 ２３─053 4

日程等の詳細については、配布チラシをご覧下さい。

【２月】・少年少女スキー教室（15日）

・チャレンジスクール「穴釣り」（22日）

【３月】・少年少女スキー教室（７日）

１月18日(日)村民体育館において、フットサル教室が行われました。
今回は、小・中・高校生、村内フットサルチーム・体育指導委員の総勢40
名が参加し、ゲームを通してフットサルの楽しさを体験しました。
また、中学生以上の参加者は喜多方サッカー協会講師のアドバイスを受け
ながら審判を行い簡単なルールや試合の進め方などを学びました。
どの参加者もコートを所狭しと走り回り、心地よい汗を流していました。



⑤ 広報きたしおばら

＜材料＞４人分
鶏もも肉 ……………………………２枚
おろしにんにく ………………大さじ４
ミックスハーブ
（お好みのもの）………………大さじ４
塩・白こしょう ……………………少々
オリーブオイル ………………大さじ３

【付け合わせ】
キャベツの千切り …………………適量
レモンのくし切り …………………４切

【フレンチドレッシング】
たまねぎのみじん切り ………1/4個分
りんご酢 …………たまねぎが隠れる位
フレンチマスタード …………大さじ１
塩・白こしょう ……………………少々
サラダ油 ………………ベースの３倍量

＜作り方＞
①鶏肉を半分に切り、おろしにんにく、
ハーブをすり込みます。20分おい
て味をなじませます。焼く直前に、
塩、こしょうをします。

②フライパンに油を入れ、熱くします。
肉を入れたら中火にし蓋をして、表
面が白くなるまで蒸し焼きにします。
裏返し、蓋をしないで８分通り火を通します。

③取り上げたらアルミホイルでくるみ、５分おきます。
④フレンチドレッシングのベースの材料をミキサーにかけます。
ボウルにあけ、サラダ油を加えてよく混ぜ合わせます。

⑤付け合わせと共に皿に盛り、ドレッシングを添えます。



広報きたしおばら ⑥

大
塩
　
　
鈴
木
昭
子

剣
ヶ
峯
　
吉
田
博
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

狐
鷹
森

宮
野
玉
枝

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

剣
ヶ
峯
　
齋
藤
ト
シ
子

剣
ヶ
峯
　
佐
藤
ト
メ

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

上
川
前
　
斎
藤
冨
子

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

大
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

曽
原
　
　
和
田
　
　

上
川
前
　
大
竹
英
子

剣
ヶ
峯
　
阿
部
久
仁
於

北
山
　
　
吉
川
一
子

桧
原
　
　
穴
澤
　
子

大
塩
　
　
鈴
木
貞
子

大
久
保
　
五
十
嵐
真
澄

北
山
　
　
武
藤
敏
子

北
山
　
　
佐
藤
裕
子

北
山
　
　
武
藤
サ
ツ

高
畑
か
お
り

佐
藤
宣
子

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

七
つ
の
生
活
圏
ご
と
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
の
が
「
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

で
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
力
で
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
が
今
、
県
内
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
で
は
、
助
成
の
対
象
と
な
る
広
域
的
、
先
進
的
又
は
先
駆

的
な
事
業
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
助
成
額
】

事
業
費
の
２
／
３
以
内

【
問
合
先
】

北
塩
原
村
企
画
調
整
課
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２
４
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・
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・
３
１
１
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会
津
地
方
振
興
局
地
域
づ
く
り
・
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工
労
政
グ
ル
ー
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２
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地
域
づ
く
り
領
域
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ
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２
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・
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２
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・
７
１
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こんな症状が見られたら早めに医療機関
で受診しましょう！
48時間以内に抗インフルエンザ薬が有

効です。
簡単な検査で結果が出ます。特に高齢

者や乳幼児は高熱が出たら早めに受診して
ください。

①うがい手洗いの励行
②十分な栄養と休養をとる
③室内を乾燥させない
④できるだけ人混みをさける
⑤マスクの着用

インフルエンザは…

インフルエンザの予防には…
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村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
目
的
で

育
英
事
業
（
奨
学
金
制
度
）
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
16
年
度
奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

平成14年４月から国民
年金保険料の半額免除制度が
スタートしています。
半額免除の承認を受けた方
は、半額の保険料を納めない
と未納期間となります。
年金の受給資格や年金額に
反映されませんのでご注意く
ださい。
なお、半額保険料を納めた
期間は、全額納付した場合の
三分の二として計算されます。

▼
応
　
　
募

平
成
16
年
度
よ
り
高
等
学
校
・

専
門
学
校
及
び
大
学
（
短
期
大
学
含
む
）
に

進
学
予
定
者
（
在
学
中
も
含
む
）
で
成
績
優

良
か
つ
学
費
等
の
支
出
が
困
難
な
方
。

▼
募
集
人
員

５
名
程
度

▼
受
付
期
間

平
成
16
年
２
月
10
日
（
火
）
か

ら
平
成
16
年
３
月
５
日
（
金
）
ま
で

▼
必
要
書
類

◎
奨
学
生
願
書
　
◎
奨
学
生
推
薦
書

◎
健
康
診
断
書
　
◎
成
績
証
明
書

◎
収
入
に
関
す
る
証
明
　

◎
住
民
登
録
証
明

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

北
塩
原
村
教
育
委
員
会
教
育
課

23
・
１
３
３
３

福島県警察 について
福島県警察本部では、事件や事故にあった際に、警察への通報手段として携帯電話やパソコンからの、メー

ルによる１１０番通報システムを開設しました。利用に当たっては、次のことに注意してください。

１．開設日時　平成16年１月10日（土）午前10時
２．メールアドレス　fp-sos.mail-110@aqua.ocn.ne.jp（全て半角小文字）
３．メールは、次の内容を送信してください。

４．メールの返信を確認してください

５．メール１１０番利用時の注意点など
（１）メール１１０番は無料ではありません。通常のメールと同じように料金がかかります。
（２）いざという時すぐに使えるように、アドレス登録しておくと便利です。
（３）ファックス１１０番も、これまでどおり利用できます。

ファックス１１０番　０２４-５２１-５１１０

事件・事故の別（交通事故、ひったくり、チカンなど、誰でもすぐわかる内容で）
場所（住所を市町村名から…また、近くの目標となる建物なども…）
発生の日時（何時何分ころ。何分前…）
犯人や車などについて（犯人の人相、服装、車の種類、色、ナンバー、逃走方向…）
あなたの住所、氏名、年齢、性別

警察本部では事件・事故に関係するメールを受信した際には、必ず返信メールを送信します。
その際、詳しい場所などをお尋ねすることもありますので、再度、メールを送信していただく
場合があります。
警察から返信がない場合は、メールが届いていない可能性がありますので、再度送信するか、

近くの方に依頼して110番通報してもらってください。
メールの送達時間は、一般のメールと同様、通信状態によっては、着信までに時間がかかるこ
とがあります。
110番通報メール送信後は、必ず警察からの返信メールのチェックをしてください。
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一昨年の定期異動で、喜多方広域消防本部予防
課から喜多方消防署北塩原分署に勤務しており
ます。
郡山市で昭和24年１月13日に生まれました

が、父親の勤めの関係で昭和29年に父親の実家
である喜多方市に移り、以来ず～と住んでおり
ますので、ほとんど会津の生まれと同じだなし。
消防署には昭和44年４月から勤務しており、北

塩原分署勤務は２回目でありまして、最初は昭和54
年４月から昭和57年６月まで勤務しました。当時、冬
期間は裏磐梯を訪れる人々はほとんどなく、又雪も今とは比
較できないくらい降り積もり、今では考えられないくらい寂
しかったと記憶しています。冬が厳しいからこそ夏祭り（当
時、火の山まつりは２日間行われたと記憶しています）等地
域の方々での行事が喜多方では見られないほど盛上がるんだ

なぁと思い羨ましく感じた記憶があります。
また、消防の資機材も今と比べれば充分でな
く、吹雪の夜などみんなで「なんにもねぇとい
いな」と祈るような気持で過ごしたのを、懐か
しく思い出します。今では皆様のご理解とご支
援により、分署員は13名の配備をいただき、日
夜住民の皆様の、火事のない明るい地域づくりに
努力しているところです。当時の２交替勤務と違
い、現在は３交替勤務をしていますので、１勤務当

たりの署員は４名しかいませんが署員一丸となって英知
を結集し、頑張っております。どうぞご理解の上消防に変わ
らぬご支援をお願い申し上げます。
最後になりましたが、全国いや全世界から観光客の皆様が
おいでいただくこの【国際観光地・裏磐梯】の素晴らしい環
境の中で仕事ができる事を最高に幸せだと感じています。

お世話になります
第38回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

２
月
25
日
（
水
）

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

33
・
２
２
６
４

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

国
民
年
金

２
月
分

上
下
水
道
使
用
料

１
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金
　
　
４
期
分

国
民
健
康
保
険
税

６
期
分

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）
６
期
分

国
民
年
金

１
月
分

上
下
水
道
使
用
料

12
月
分

固
定
資
産
税

４
期
分

保健福祉課　武藤　雄介

お
誕
生
お
め
で
と
う
！
《
１
月
》

大
堀
　
竜
幸

た
つ
ゆ
き

一
　
幸

狐

鷹

森

・・

・・

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！
《
１
月
》

（
岩
田
　
多
吉
（
樟
）

田
　
　
鍾
淑
（
韓
国
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
川
　
国
義
（
健
一
・
父
）
下
　
吉

佐
藤
　
　
薫
（
文
子
・
父
）
金
　
山

渡
部
　
　
博
（

一

・
父
）
大
塩
下
区

小
椋
　
昭
雄
（

子
・
夫
）
早
稲
沢

坂
上
　
ア
キ
（
阿
部
勝
一
・
祖
母

）
剣
ケ
峯

赤
星
　
敏
子
（
正
大
・
母
）
剣
ケ
峯

佐野　伸一さん（喜多方消防署・北塩原分署長）

休日当番医

猪俣医院…………… 22 - 0264
市役所前の診療室 大竹内科… 22 - 0241

医療生協 きたかた診療所… 23 - 3611
（医）いとう眼科…… 22 - 5900
君島クリニック…… 24 - 5800

第二次救急当番医

入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021

県立喜多方病院…… 22 - 2181

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。


